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週刊マーケットレター（2017 年１月 23 日週号、No.580） 

                            2017 年１月 22日 

                          曽我 純 
 
■主要マーケット指標 

トランプ大統領では米経済袋小路に 
トランプ大統領の就任演説はすでに表明されていることの繰り返しであり、「米国第 1」

を叫んだだけである。どこの国の為政者もまず自国を良くすることを考えるのだが、自国

の利益だけ追い求めることは、今の世界情勢では不可能である。自国の利益追求によって、

他国に不利益をもたらさないような行動が取れればよいが、それは難しい。特に、名目 GDP 

18.6 兆ドルの世界１の経済力を持つ米国が自国優先政策を追求していけば、カナダやメキ

シコだけでなく世界経済に悪影響を及ぼすのは必至である。 

為替レート １月 20 日（前週末） １ヵ月前 2015 年末 

  円ドル 114.60(114.51) 117.88 120.19 

 ドルユーロ 1.0699(1.0641) 1.0387 1.0863 

 ドルポンド 1.2374(1.2176) 1.2367 1.4740 

 スイスフランドル 1.0012(1.0083) 1.0290 1.0024 

短期金利（３ヵ月） 

 日本 -0.01671(-0.03271) -0.01057 0.08286 

 米国 1.04344(1.02317)  0.99622 0.61270 

 ユーロ -0.34071(-0.34143) -0.33071 -0.12786 

 スイス -0.72940(-0.72720) -0.73880 -0.75600 

長期金利（10年債） 

 日本 0.060(0.050) 0.069 0.270 

 米国      2.47(2.40) 2.56 2.27 

 英国      1.43(1.36) 1.41 1.96 

 ドイツ  0.42(0.33) 0.26 0.62 

株 式 

 日経平均株価 19137.91(19287.28)  19494.53 19033.71 

 TOPIX 1533.46(1544.89)   1552.36  1547.30 

 NY ダウ 19827.25(19885.73)  19974.62 17425.03 

 S&P500 2271.31(2274.64)   2270.76  2043.94 

  ナスダック 5555.33(5574.11)   5483.94   5007.41 

 FTSE100（英） 7198.44(7337.81)   7043.96     6242.32 

 DAX（独） 11630.13(11629.18)  11464.74 10743.01 

商品市況（先物） 

 CRB 指数 194.01(194.53) 190.56 176.27 

 原油（WTI、ﾄﾞﾙ/ﾊﾞﾚﾙ） 52.42(52.37) 52.23 37.04 

 金（ﾄﾞﾙ/ﾄﾛｲｵﾝｽ） 1204.9(1196.2) 1131.5 1060.2 
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カナダやメキシコからの輸入に関税を掛ければ米国の輸入は減少するけれども、カナダ

やメキシコの所得は少なくなり、米国の輸出は少なくなるだろう。そうなれば米国も困る

ことになるのだ。2015 年の米国のモノの総輸出入額は４兆 8,919 億ドルと巨額であり、こ

うした輸出入を通して米国経済は成り立っていることを忘れてはならない。 

2015 年のカナダとメキシコのモノの米入超額はそれぞれ 155 億ドル、606 億ドル（合計

761 億ドル）であり、米国のモノの赤字額（7,625 億ドル）の 10%に過ぎない。だが、カナ

ダとメキシコの米輸出入額合計額は米輸出入額の 22.7%を占めており、米国とカナダ、メキ

シコの結びつきはきわめて強い。北米自由貿易協定（NAFTA、1994 年発効）による関税撤廃

が貿易拡大に拍車を掛けたのである。 

米国の最大の入超国は中国であり、2015 年のモノの赤字額は 3,671 億ドル、総赤字額の

48.1%を占めている。赤字額は突出しているけれども、輸出入額に占める比率は 12.2%とカ

ナダとほぼ同じである。対中赤字が巨額であるのは輸入が輸出の 4.2 倍の規模だからだ。

対日本の輸出入比率は 2.1 倍だから、米国の対中国輸出入が、いかに歪かがわかる。 

だが、スマートフォン等の電子製品の大半は中国で生産されており、それを米国等の消

費国が輸入するという仕組みが出来上がっている。造らせているのは欧米企業であり、低

賃金、低コストで莫大な利益を手に入れているのである。中国で生産できなくなれば米系

ハイテク企業はやっていけなくなるだろう。外国企業が雨後の筍のように中国に押し寄せ、

低コスト生産体制を造り上げたのである。1990 年代、中国の東莞にはおびただしい外資系

企業が進出していた。 

米国などの先進国は売れそうな新製品の開発に注力し、生産は低賃金国で行うという研

究開発と生産の分業体制を築いている。先進国で生産すれば価格高となって競争に敗れて

しまうのだ。先進国では製造業は縮小するほかないのだ。大量生産はシステムを構築する

ことができればどこでも製造できるのである。ポイントはいかにコストを下げるかだけな

のである。だから、米国の自動車メーカーはメキシコに工場をつくりたいのだ。米国で造

ればコストが嵩み、値段を高くするか、利益を削るかを迫られることになる。 

いずれにせよ米製造業は廃れることになる。時代の流れで、製品に栄枯盛衰はつきもの

なのだ。いつまでもある特定の地域で作られ続けられるものはなかなかない。特に、最近

の製品ははやりすたりのサイクルが短く、すぐに見向きもされなくなる。だから、新製品

をつぎから次へ市場に投入しなければならない。目先を変える、少しだけ新鮮味を与える。

こうした小手先の操作で顧客を繋ぎ止めようとしているのだ。つまり、自転車操業のよう

につねにペダルを踏んでいなければ倒れてしまう、今のハイテク産業はそういう生産体制

であり経済なのである。 

トランプ大統領がいくらがなりたてても、ひとびとの欲望を刺激し、大量に生産・販売

する企業がいる限り、メキシコで自動車を生産することや中国での生産活動を止めること

はできないのである。関税でモノの移動の自由を阻止すれば、米国の生産体制や消費に歪

をもたらすことは間違いない。 
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自国での生産を継続できるようなモノをつくることが国境の存在を忘れさせ、貿易依存

度を下げることができるのだと思う。そうしたモノ作りとは、米国でしか作れないモノを

作るということだ。大量生産ではこのようなモノは作れない。機械では作れないものを作

る、それは人間の手によってしかできないことなのだ。 

産業革命以降、機械の導入に血眼になり、生産拡大に邁進してきたが、機械の導入・発

展によってたいていのところでは大量生産体制を築くことができるようになった。技術は

世界中にどんどん伝播し、すぐに追いつかれることになる。だが、高度な手仕事は簡単に

できることではなく、継承は困難である。こうした高度な手作業で作り出されたモノを大

切に使っていくという経済を作っていかなければならないのではないか。少量一品生産と

いえる貴重なモノであれば、競争は起きにくいだろうし、その生産は特定の地域に長期に

根づくことが可能ではないか。 

高度な手作業による生産は米国よりも日本が得意とする分野である。工芸と言われる

数々のモノは日本を代表するものである。日本が世界のトップに位置するのは工芸なので

ある。が、工芸の分野にも機械類が導入されてきており、出来上がったモノに機械的な影

響が表れている。作業の効率や労力の面で機械に頼ることになるのだが、機械に頼れば頼

るほど味気ないモノになってしまう。 

国境があろうとなかろうと、本当に必要なものであれば、モノは移動する。３万年前の

石器時代でさえ、神津島や和田峠から多摩に黒曜石は持ち込まれていた。おそらく黒曜石

を運ぶルートがあり、これに従事していた人がいたのだろう。 

トランプ大統領は貿易を制限するのではなく、貿易に耐え得るモノ作りを構築すること

である。あるいはモノ以外のサービスをさらに強化することも必要だ。貿易同様、移民の

流入を阻めば、米国は活力を失うだろう。いろいろな人種やその思考が関わることで良い

アイデアが浮かんでくるのだと思う。トランプ大統領の目指す貿易や移民の制限では、米

国経済は袋小路に入ってしまう。 


